
じねんもく 検　索

薩
摩
独
自
の
住
宅
様
式
を

現
代
の
生
活
と
マ
ッ
チ
さ
せ
る

　

歴
史
の
彩
り
が
濃
く
残
る
街

並
み
に
、
真
新
し
い
ク
ス
の
木

の
武
家
門
が
目
を
引
く
K
邸
。

今
回
、
2
0
0
年
余
の
武
家
屋

敷
を
舞
台
に
、
住
宅
医
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
協
力
も
得
な
が
ら
、

こ
の
屋
敷
の
持
ち
味
を
生
か
す

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

完
成
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
約

3
年
。
長
い
年
月
を
重
ね
て
き

た
住
宅
は
、
さ
ら
な
る
こ
だ
わ

り
を
詰
め
込
ん
で
生
ま
れ
変
わ

っ
た
。

最
初
に
取
り
か
か
っ
た
の
は
蔵

の
改
装
。
階
段
や
梁
は
そ
の
ま

ま
残
し
、
脆
く
な
っ
た
床
や
外

壁
を
丁
寧
に
整
え
た
。
特
に
外

壁
の
漆
喰
は
京
都
か
ら
材
料
を

取
り
寄
せ
る
な
ど
、
素
材
選
び

に
も
配
慮
。
2
階
の
床
の
一
部

を
吹
き
抜
け
に
し
て
開
放
感
を

演
出
す
る
こ
と
で
、
倉
庫
と
し

て
だ
け
で
な
く
離
れ
部
屋
と
し

て
も
快
適
に
過
ご
せ
る
工
夫
が
。

併
せ
て
馬
屋
や
水
屋
も
使
い
勝

手
よ
く
手
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、

蔵
の
屋
根
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
し
て
、
こ
れ
か
ら
住
み

継
ぐ
住
宅
と
し
て
ゼ
ロ
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
目
指
す
シ
ス
テ
ム
も
装

備
し
て
い
る
。

エ
コ
で
快
適
な
暮
ら
し
を

無
理
せ
ず
実
現
で
き
る
仕
掛
け

　

母
屋
は
ご
夫
婦
共
に
な
る
べ

く
、
そ
の
ま
ま
を
生
か
す
ス
タ

イ
ル
を
希
望
。
し
か
し
台
所
や

水
回
り
な
ど
、
生
活
す
る
に
は

歴史的建造物にパッシブデザインをプラス
後世に住み継ぐゼロエネ住宅として再生

建築工房 自然木（じねんもく）

庭を彩る植栽の数々。緑のグラデーションに楠
の武家門や武家屋敷、白い蔵が映える

台所や板間、畳間も一続きになった茶の間。省エネを意
識してトップライトで採光を確保。以前あった天井板は、
板の間で再生させた

離れにある蔵。京都より取り寄せた漆喰で外壁を再生。
屋根には太陽光発電が備わっている

施工会社メッセージ

こんな家が欲しかった
私たちが希望した3つのこと

●DATA
　 土地面積／1669㎡（504坪）
　 母　　屋／162.02㎡（49.01坪）
　 用途地域／都市計画地域内未指定

●SCHEDULE
　 設計期間／約24か月　　建築期間／約12か月

●木造軸組在来工法
●姶良市
●Ｋ邸（夫婦+子ども3人）
●建物本体価格
～1500万・1500～2000万・2000～2500万
2500万～・要問い合わせ

不
便
な
点
も
多
い
。
そ
こ
で
、

水
回
り
は
思
い
切
っ
た
間
取
り

の
変
更
を
行
い
、
構
造
的
な
見

直
し
も
図
っ
て
段
姉
ツ
ヤ
耐
震

の
不
安
を
解
消
。
動
線
に
も
配

慮
し
、
暖
か
く
快
適
な
生
活
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
。

　

古
民
家
再
生
で
は
あ
る
も
の

の
、
家
づ
く
り
の
基
本
姿
勢
は

こ
れ
ま
で
の
自
然
木
と
同
様
。

古
い
梁
を
現
し
た
茶
の
間
に
は
、

作
り
付
け
の
作
業
机
や
収
納
棚

を
設
け
、
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
空

間
に
。
キ
ッ
チ
ン
背
面
に
水
回

り
を
集
約
し
て
あ
る
の
で
、
家

事
動
線
も
コ
ン
パ
ク
ト
。
天
窓

や
開
口
の
工
夫
で
、
自
然
の
光

や
風
邪
を
上
手
く
暮
ら
し
に
取

り
入
れ
て
い
る
。
一
方
、
床
間

の
あ
る
座
敷
は
武
家
屋
敷
の
伝

統
的
な
つ
く
り
や
意
匠
を
ほ
ぼ

残
し
た
形
。
縁
側
の
ガ
ラ
ス
窓
、

欄
間
、
床
の
間
な
ど
、
現
代
の

住
宅
で
は
決
し
て
得
ら
れ
な
い

深
い
味
わ
い
を
醸
し
出
す
。「
古

い
も
の
を
大
切
に
し
て
、
そ
こ

に
価
値
を
見
出
し
た
い
」
と
い

う
ご
夫
婦
と
、「
家
族
が
無
理
せ

ず
快
適
な
生
活
を
営
め
る
空
間

を
提
供
し
た
い
」
と
い
う
自
然

木
の
考
え
が
融
合
し
た
家
と
な

っ
て
い
る
。

099-812-5701

③生活空間はスムーズな動線
配慮を
茶の間を中心に、台所や水回りを集約。
短い動線で動けるので生活しやすくなっ
ています。使い勝手もいいですよ。また、
水廻りを集約することで、将来的なメンテ
やリフォームのしやすさも狙いました。

①独特の建築様式はなるべく残
す
武家門と母屋、馬屋、土蔵からなる屋
敷全体の造りや室内の意匠を残すこ
とにこだわりました。ただし住空間は、
これから住み継ぐ住宅として断熱性
能・省エネ性能を確保しました。

②玄関スペースは広く
もともと狭い造りの玄関が特徴的。
鹿児島ならではのスタイルでしたが、
家族用玄関をなくし、来客時なども考
慮して、土間やホールを広げていま
す。

アーカイブス
（新築実例）07

ArchivesArchives

この施工実例は、2012年10月発売の本誌（vol.28）に
掲載されたものを再掲載いたしました。

施工会社 Data

建築工房 自然木（じねんもく）
■所在地／鹿児島市永吉2丁目29-3
　　　　　Tel：099-812-5701　
■営業時間／9：00～20：00
■定休日／なし
■駐車場／あり
■建築業許可番号／鹿児島県知事許可（般-25）第14664号
■取扱業務／注文住宅、古民家再生、リフォーム、店舗、マンショ
ン、ウッドデッキ等ガーデンリフォーム、植栽工事
■取扱工法／木造軸組在来工法、コンクリート木造軸組混構
造、RC造、鉄骨造

※建物価格については、施工メーカーにお問い合わせください。また、資料請求はがき（無料）もお気軽にご利用ください。 かごしま家づくりの本Vol.33（'15夏秋）  170171　かごしま家づくりの本Vol.33（'15夏秋）

※「かごしま家づくりの本を見た！」とお問い合わせください。

本実例をもっと知りたい方・
施工会社へのお問い合わせ先

TEL099-812-5701
http://jinenmoku.life.coocan.jp/index.html
E-mail jinenmoku@nifty.com

私たちにとっても初めての古民家
再生。施主様の「古い住宅の魅
力を残したい」という思いを盛り込
みつつ、長く安心して住める家に
するため、生活スペースの構造や
性能は自然木で作る新築と同様
の水準にしたり、パッシブデザイン
を取り入れたり。これまで以上に
学ぶことの多い家づくりになりまし
た。

建築工房 自然木
（じねんもく）

取締役 
村田 義弘さん

木の質感が心地いい浴室。高さを抑えた窓から
は庭が望める

床間のある座敷。天井や障子の建具、縁側などは残されていたままの姿で未来へ引き継がれる

茶
の
間
に
は
薪
ス
ト
ー
ブ
を
採
用
。構
造
や

断
熱
に
も
手
を
加
え
た
空
間
な
の
で
暖
房

も
効
率
的

角
部
屋
と
な
る
板
間
。現
在
は
フ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
だ
が
、子
ど
も
が
個
室
を
欲
し
が
っ
た

と
き
な
ど
、生
活
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
使
い

方
も
変
え
て
い
く
そ
う

35年前のキッチンを再利用。ステンレスのシン
クや作業台を生かし、パネルなどを無垢材で造
作


